
①センサーを橋梁部分ではなく車両に取り付けることで，橋梁点検を低コストで実現可能
②顧客行動のサービス・システム全体への影響を分析し，新たなサービス設計を支援
③ IRビーコンによる動線測位システムの開発により，金属棚環境での利用や広範囲の

位置測位を実現

サービス現場の生産性向上を目指し，物流ネットワークにおけるセンシング
を行うために，屋内測位技術開発，最終顧客の行動調査およびモデル化，
車両搭載インフラ・センシング技術開発を行った．
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物流サービスの労働環境改善と付加価値向上のため
のサービス工学×AIに関する研究開発
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